
令和３年  ２月 行事予定    

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                       

    

 

                 

 

 

 

 

 

 
  

過 去 か ら 学 ぶ  
                              校長 守原 智信   
 新しい年が始まり１か月が過ぎようとしています。思い起こせば昨年の今頃、横浜で日本人初の新型

コロナウイルス感染症の陽性者が出たというニュースがありました。中国での感染者増加や感染症の世

界的な広がり等のニュースが流れる中、オリンピック本番を迎える日本で感染症が拡大しないことを願

う日々であったことを思い出します。現在、感染症は第３波もピークとなり東京では２月７日（日）ま

で緊急事態宣言が出されています。最近の報道では感染した方が入院できない状況となっている、いわ

ゆる医療崩壊の状況になっていることを伝えています。また、依然として一部では感染した人や医療従

事者に対する差別や偏見、誹謗・中傷といった悲しい現実があります。  

 話はずっと昔のことになりますが、らい菌を原因菌とする「らい病」（日本での病名、らい菌が皮膚

のマクロファージ内や抹消神経細胞内に寄生する感染症）患者が日本だけでなく世界各国にたくさんい

たといわれています。明治６年に、この病気の原因菌であるらい菌を発見したノルウェーの医師ハンセ

ンの名前をつけて「ハンセン病」と呼ばれています。明治時代に日本は世界の国々から「文明国の日本

でハンセン病が放置されている」という指摘を受けました。（当時、世界ではハンセン病患者に対して

隔離して治療することが一般的だった）時の政府は明治４０年に「らい予防に関する件」という法律を

制定し、患者を療養所に収容して一般社会から隔離してしまいました。これにより世間ではハンセン病

は「怖い病気で感染力が強い病気である」という間違った考えが広まり、差別や偏見を大きくしたとい

われています。現在では、感染力は弱く感染して発病しても完治する病気とされており、当然隔離生活

を強制されることはありません。平成８年に「らい予防法」は廃止されましたが、いまだに社会におけ

る偏見・差別が残っていることもあり、療養所の外で暮らすことへの不安から、今もなお療養所で生活

している人もいるそうです。  

 現在、私たちが直面している新型コロナウイル感染症についても偏見や差別などが生まれる経過は同

じなのではないでしょうか。明治時代と違い現代は、SNSによって話が拡散する速度は比べ物にならな

いくらい速く、しかも広範囲に広がっていきます。さらにある調査報告によると、SNSにアップされた

内容について、フォロワー数やリツイート数が多いものについては、そこに書かれている内容を正しい

ものと信じてしまう傾向があるということです。実に恐ろしいことです。今般の感染症に関しては非常

にたくさんの書き込みや情報が SNS上にアップされており、冷静に考えれば誤情報であるとわかる書き

込みが、単に興味本位や、中には悪意をもってリツイートし拡散され、その数の多さを唯一の根拠とし

て話を信じてしまった人々がさらに拡散させ、行きつく先では、いわれのない差別や偏見、誹謗・中傷

を生み出して、多くの人の心を傷つけているのです。  

 新型コロナウイルス感染症に対しては、できる限りの予防対策をとっていても感染の可能性はゼロで

はありません。重要なことは感染症に関して正しい知識をもって対処していくこと。SNSにアップされ

ている情報に踊らされたり、噂をうのみにしてしまい誤った方向へ行動したり、言動をしたりすること

を避けることです。  

 毎年１月の最終日曜日を「世界ハンセン病の日」として、社会的差別の撤廃に向けた取り組みが世界

各国で行われています。今般の感染症が終息を迎えた時に、偏見や差別、誹謗・中傷を受けて精神的な

不安から社会生活がうまく送れない人が出ないように、感染した人や医療従事者に対して、優しいいた

わりの気持ちと感謝の気持ちを、学校だけでなく社会全体で醸成していかなければいけません。上原中

学校では今後も感染症拡大予防を徹底するとともに、感染症に対する正しい知識と偏見や差別、誹謗・

中傷を生み出さない指導を継続していきます。ご家庭におきましてもご協力いただきますようお願いい

たします。   

 

令和３年１月２９日 

上原中だより 
   NET UEHARA( URL:  https://shibuya.schoolweb.ne,jp/ueharaj  ) 

  教育目標  自主・自律  共生  未来の創造 １ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６

1 月 A 〇 学 〇 〇 〇 〇 総 学 〇 〇 〇 〇 総 学 〇 〇 〇 〇 総

2 火 都立推薦発表 A 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

3 水 都立一般出願 A 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

4 木 A 〇 〇 〇 〇 〇 〇 道 〇 〇 〇 〇 〇 道 〇 〇 〇 〇 〇 道

5 金 A 〇 〇 〇 〇 〇 〇 総 〇 〇 〇 〇 〇 総 〇 〇 〇 〇 〇 総

6 土

7 日

8 月 学年朝礼 A 〇 学 〇 〇 〇 〇 総 学 〇 〇 〇 〇 総 学 〇 〇 〇 〇 総

9 火 A 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

10 水 職員会議    私立入試(3) A 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 学 　 　 　 　

11 木 建国記念の日

12 金 私立入試(3) A 〇 〇 〇 〇 〇 〇 総 〇 〇 〇 〇 〇 総 学 　 　 　 　 　

13 土 土曜授業 A × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

14 日

15 月 A 〇 学 〇 〇 〇 〇 総 学 〇 〇 〇 〇 総 学 〇 〇 〇 〇 総

16 火 A 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

17 水 専門委員会 A 〇 〇 〇 〇 〇 〇 専 〇 〇 〇 〇 〇 専 〇 〇 〇 〇 〇 専

18 木 A 〇 〇 〇 〇 〇 〇 道 〇 〇 〇 〇 〇 道 〇 〇 〇 〇 〇 道

19 金 避難訓練 A 〇 〇 〇 〇 〇 〇 総 〇 〇 〇 〇 〇 総 〇 〇 〇 〇 〇 総

20 土 新入生保護者説明会

21 日 都立一次入試

22 月 学年朝礼 A 〇 学 〇 〇 〇 〇 総 学 〇 〇 〇 〇 総 学 〇 〇 〇 〇 総

23 火 天皇誕生日

24 水 　 A 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

25 木 　 A 〇 〇 〇 〇 〇 〇 道 〇 〇 〇 〇 〇 道 〇 〇 〇 〇 〇 道

26 金 学年末考査　 特 ×英 社 理 学 　 英 社 理 学 　 英 社 理 学 　

27 土 学年末考査　 特 ×国 数 体 技家 　 国 数 体 技家 　 国 数 　

28 日

３　　年時
程

給
食

１　　年 ２　　年
日 曜 学校行事　等



 

 

  
  
 今年度の学校評価は Home&School 上にアンケートを配信し回答していただく形式を

取りました。その集計結果がまとまりましたのでご報告いたします。 

 皆様からいただいた貴重なご意見等を、来年度、令和３年度の教育課程の編成に生か

すとともに、今後の教育活動の改善につなげて参りたいと思います。ご協力いただきま

した保護者の皆様、地域の方々、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

          

 

 

             １月２１日から２３日までの３日間、学習発表会【展示部門】 

          が開催されました。今年度のスローガン「僕らの無限の可能性

～共にディスタンスを超えよう～」を掲げ、日頃の授業で創り上げた作品が数多く展

示されました。合唱や演奏のように複数の力を集結して１つのものを成し遂げること

とは違い、今回の展示部門は生徒一人一人のもっている思考力、創造力、表現力を発

揮して創り上げた力作が勢ぞろいしました。各学年の生徒たちは十分な時間をかけ

て、それらの作品をじっくり鑑賞し、素晴らしいもの、参考にしたい作品について熱

心にメモを取る姿が見られました。 

 感染症拡大防止の観点から昨年とは異なる形式での開催となりましたが、見学にい

らした保護者の方々、地域の方々、ありがとうございました。 

学校評価保護者アンケート集計結果 

しい学校生活様式 

学習発表会【展示部門】開催 

A B C D E

評価項目
十分達成
されている

達成
されている

あまり達成
されていない

達成
されていない

分からない

ア
学校は、生徒が明るく落ち着いた良い雰囲気
になっていますか。 25.2% 67.2% 0.5% 0.0% 7.1%

イ
学校は、内容が理解できるように授業を工夫
していますか。 14.4% 55.0% 12.7% 0.1% 17.8%

ウ
学校は、生徒に他者理解や思いやりの心を
育てる教育をしていますか。 21.3% 61.1% 9.8% 0.6% 7.2%

エ
学校は、授業以外の教育活動にも熱心だと
思いますか。 20.5% 56.4% 9.8% 0.2% 13.1%

オ
教職員は、生徒のことをよく理解しようとして
いますか。 30.3% 49.5% 11.0% 2.4% 6.8%

カ
教職員は、様々な事柄について迅速に誠意
をもって対応していますか。 34.0% 53.5% 6.4% 0.0% 6.1%

キ
学校は、生徒の安全に対する配慮をしていま
すか。 34.1% 55.1% 5.5% 0.0% 5.3%

ク
学校は、教育に必要な施設・設備が整ってい
ますか。 59.1% 39.1% 0.5% 0.5% 0.8%

ケ
学校はホームページや通信等で教育の方針
や様子を分かりやすく伝えていますか。 43.1% 50.5% 4.6% 1.2% 0.6%

コ
学校は、家庭・地域の協力を得て教育活動を
推進していますか。 26.5% 59.2% 4.1% 0.0% 10.2%


